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▽
現
状
の
認
識

　

依
然
と
し
て
ウ
ィ
ル
ス
と
人
類
と
の
戦

い
が
続
き
、
い
つ
も
の
日
常
が
遠
の
い
て

い
る
。
猛
威
を
振
る
う
感
染
へ
の
対
策
に

つ
い
て
研
究
者
は
、「
空
気
、
飛
沫
、
接

触
が
主
な
感
染
経
路
」
と
警
告
し
て
い

る
。
今
は
、
ひ
た
す
ら
研
究
者
や
医
療
関

係
者
の
奨
め
る
「
マ
ス
ク
、
換
気
、
ワ
ク

チ
ン
」
の
3
つ
を
国
民
こ
ぞ
っ
て
励
行
す

る
以
外
に
収
束
の
道
は
な
さ
そ
う
だ
。
さ

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
本
部
主
催
の

新
年
懇
親
会
を
は
じ
め
、
予
定
し
た
行
事

の
変
更
・
延
期･
中
止
が
続
く
。
危
機
管

理
の
要
諦
は
、〈
悲
観
的
に
考
え
、
楽
観

的
に
行
動
す
る
こ
と
〉
と
心
得
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
で
は
、
人
間
界
の
常
識

を
受
け
付
け
な
い
。
全
知
全
能
を
巡
ら
し
、

万
策
を
施
し
て
も
、
今
も
っ
て
ウ
ィ
ル
ス

の
猛
威･

脅
威
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
出
来

な
い
で
い
る
時
、
本
部
は
会
員
の
力
を
結

集
し
て
、
可
能
な
限
り
の
円
滑
な
組
織
運

営
に
努
め
て
い
き
た
い
。

▽
新
た
な
挑
戦

　

去
年
の
7
月
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
組
織
の

機
能
マ
ヒ
を
恐
れ
、
こ
の
現
状
を
克
服
し

よ
う
と
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
本
部

会
議
の
環
境
づ
く
り
構
想
」
を
打
ち
出
し

た
。
ま
ず
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
正
副
会

長
会
か
ら
着
手
。
今
で
は
、
役
員
が
在
宅

し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
、
会
議
を

進
め
て
い
る
。
お
蔭
様
で
テ
レ
ワ
ー
ク
会

議
も
軌
道
に
乗
り
、
最
近
で
は
、「
支
部

長
と
本
部
と
を
結
ぶ
メ
ー
ル
に
よ
る
連
絡

網
」
も
開
設
し
た
。
困
難
な
中
で
の
こ
れ

ら
の
取
組
は
、
情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
化

を
促
し
、
組
織
の
活
性
化
や
信
頼
性
を
高

め
る
に
有
効
な
手
段
だ
。
会
員
と
の
対
面

が
不
可
能
と
な
っ
た
今
、
本
部
は
、
時
代

の
流
れ
に
対
応
し
た
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
構
築
を
進
め
る
。
道
半
ば
だ
が
、

新
た
な
取
り
組
み
へ
の
会
員
の
温
か
な
眼

差
し
に
救
わ
れ
て
い
る
。

▽
多
彩
な
輝
き

　
「
多
様
化
と
調
和
」
を
理
念
と
し
た
東

京
２
０
２
０
と
「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え

る
な
、
残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
に
生
か

せ
」
を
理
念
と
し
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
幕
を
閉
じ
た
。
い
ず
れ
も
、
感
動
の

ド
ラ
マ
の
連
続
だ
っ
た
。
人
間
の
無
限
の

可
能
性
に
挑
ん
だ
ア
ス
リ
ー
ト
達
の
姿
は

興
奮
の
坩
堝
と
化
し
た
。
選
手
は
自
己
に

挑
み
、
失
敗
か
ら
学
び
、
晴
れ
の
舞
台
で

多
彩
な
輝
き
と
言
葉
を
残
し
た
。
あ
の
ス

ケ
ボ
ー
に
見
る
光
景
。
決
勝
で
メ
ダ
ル
を

逃
し
た
敗
者
に
選
手
た
ち
が
次
々
に
駆
け

寄
り
、
抱
き
し
め
、
肩
車
し
、
涙
顔
は
笑

顔
に
変
わ
っ
た
。
結
果
が
す
べ
て
の
「
メ

ダ
ル
至
上
主
義
」
か
ら
、
プ
レ
ー
に
楽
し

み
競
う
「
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」
が
開

花
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
界
に
も
大

き
な
火
種
を
残
し
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

る
。
前
途
多
難
で
予
測
困
難
な
時
代
だ
が
、

不
忍
の
池
の
蓮
の
花
や
桜
は
年
々
歳
々

人
々
を
和
ま
せ
輝
く
。
今
、
一
日
も
早
い

湯
島
で
の
日
常
が
戻
り
、
皆
様
と
の
揺
る

ぎ
な
い
結
束
を
懇
願
し
て
い
る
。

揺
る
ぎ
な
い
組
織
の
結
束
を
求
め
て

揺
る
ぎ
な
い
組
織
の
結
束
を
求
め
て

―
い
つ
も
の
日
常
は
遠
い
先
な
の
か
。―

―
い
つ
も
の
日
常
は
遠
い
先
な
の
か
。―

東
京
都
退
職
校
長
会
会
長

東
京
都
退
職
校
長
会
会
長
　　
多
田
　
丈
夫

多
田
　
丈
夫

P1　巻頭言　会長挨拶
P2　令和 3 年度　園・学校現場の声
P3　70周年記念に向けて想う

令和 3 年度「第２回会員研修会」のご案内
P4　高齢者叙勲受章会員

令和 3 年度　支部長一覧
コロナ禍の中の支部活動

P6　新入会員の声
P8　�物故者、会員増強プロジェクト・チーム 

コラム、応募コーナー、編集後記

主な記事
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■
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

　
　
　

東
京
都
国
公
立

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
長
会

会
長　

高
橋　

由
美
子

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
幼

児
教
育
を

　

東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
の
園
児
数
は
、
年
々
減
少
し
て
お

り
、
特
に
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り

10
％
も
激
減
し
ま
し
た
。
公
立
園
の

半
数
は
3
歳
児
保
育
や
預
か
り
保
育

が
未
実
施
で
、
現
在
の
社
会
の
ニ
ー

ズ
や
子
育
て
環
境
に
十
分
対
応
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
幼
児
や
外
国
籍
等

の
幼
児
の
割
合
は
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
や
「
幼
児
教
育
ス
タ
ー
ト
プ
ラ

ン
」
で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
の
な
い
教
育
」「
施
設
や
経
済
状

況
な
ど
の
違
い
を
問
わ
ず
、
質
の
高

い
幼
児
教
育
の
提
供
」
な
ど
の
内
容

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
は
幼
稚
園

教
育
要
領
に
基
づ
い
た
実
践
を
重
ね
、

「
人
生
100
年
時
代
」
を
力
強
く
生
き

抜
い
て
い
く
幼
児
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
就
学
前

教
育
施
設
の
核
と
な
り
、
公
立
園
と

し
て
地
域
全
体
の
幼
児
教
育
の
質
の

向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
各
区
市
の

工
夫
を
共
有
し
生
か
し
合
う
と
と
も

に
、
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
が
進
む
よ
う
、
行
政
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
小
学
校

東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

会
長　

大
字　

弘
一
郎

校
長
が
先
頭
に
立
っ
て

　

こ
の
４
月
か
ら
、「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
、

一
人
一
台
端
末
と
高
速
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
教
育
活
動
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

職
員
室
で
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

若
手
教
員
と
ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
挟
ん
で
、
授
業
や
家

庭
学
習
等
で
ど
の
よ
う
な
活
用
が
で

き
る
の
か
を
熱
心
に
話
し
合
っ
て
い

る
。

　

ベ
テ
ラ
ン
教
員
か
ら
は
、「
今
ま

で
や
り
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
授

業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
毎
日
が

楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
。」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
教
員
の
姿
を
見
て
い

る
と
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
の
小
学
校

教
育
が
綿
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
良

さ
と
、
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
先
端

技
術
を
活
用
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
が
自
然
と
融
合
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
。

　

今
こ
そ
校
長
が
先
頭
に
立
ち
、
世

界
に
誇
れ
る
日
本
の
学
校
教
育
を
再

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
意
を
強
く
し
て
い
る
。

■
中
学
校

東
京
都
中
学
校
長
会

会
長　

新
村　

紀
昭

①
学
習
指
導
要
領
の
推
進
と
課
題

　

本
年
４
月
か
ら
完
全
実
施
と
な
り
、

中
学
校
は
内
容
に
大
き
な
改
訂
は
な

か
っ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
急
速
に
進

み
、
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
自
治
体
間
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
格
差
や
教
員
の
力
量
差
が
課

題
。
学
習
評
価
で
は
観
点
別
学
習
状

況
の
評
価
が
３
観
点
と
な
り
、
各
観

点
の
評
価
方
法
や
観
点
別
評
価
を
評

定
に
総
括
す
る
方
法
等
に
つ
い
て
、

妥
当
性
や
信
頼
性
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育
活
動
～
工
夫

と
努
力
～

　

自
治
体
や
学
校
間
で
差
は
あ
る
も

の
の
、
授
業
で
は
飛
沫
防
止
ガ
ー
ド

や
生
徒
個
人
端
末
を
活
用
し
た
グ

ル
ー
プ
学
習
、
少
人
数
化
し
た
集
団

で
の
実
験
・
実
習
等
を
実
施
し
て
い

る
。
儀
式
や
全
校
集
会
、
外
部
講
師

を
招
へ
い
し
て
の
特
別
活
動
等
は
、

双
方
向
型
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

等
を
活
用
し
各
教
室
で
参
加
さ
せ
て

い
る
。
変
異
株
の
流
行
で
学
校
行
事

な
ど
様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
、
見

通
し
が
立
た
な
い
中
、
生
徒
や
教
職

員
の
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
含

め
て
、
適
切
な
判
断
の
も
と
学
校
経

営
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

■
高
等
学
校

東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

会
長　

野
村　

公
郎

―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
学

校
経
営
課
題
―

令
和
三
年
度
　
園
・
学
校
現
場
の
声

　

八
月
予
定
の
五
団
体
と
の
教

育
懇
談
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

今
年
度
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
場
の
声
を
心

待
ち
に
す
る
本
会
の
会
員
諸
氏

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
各
会

長
の
皆
様
に
懇
談
会
に
代
わ
る

声
の
特
別
寄
稿
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
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　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度「第２回会員研修会」のご案内	 生涯学習部
令和３年度「第２回会員研修会」を下記の要項で実施いたします。コロナ禍の影響で第１回研修会
は実施できませんでしたが、多数のご参加をお待ちしています。
◎ 期　日　　令和３年 11 月 19 日（金）
◎ 時　間　　受付　 12 時 30 分～ 13 時 00 分
　　　　　　 研修会 13 時 00 分～ 15 時 00 分
◎ 会　場　　東京都立多摩図書館
　 　　　　　東京都国分寺市泉町 2-2-26
　 　　　　　043-359-4020
　 　　　　　西国分寺駅 [ 北口 ] から徒歩約８分
会場は日本退公連・鈴木共同ビルに予定していましたが、コロナ禍影響の密を防ぐため、変更しました。

①
新
学
習
指
導
要
領
の
推
進
と
課
題

　

ス
ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
や

新
た
な
教
科
や
科
目
へ
の
対
応
、

学
力
の
観
点
、
個
別
最
適
な
学
び

の
実
現
等
課
題
山
積
で
あ
る
。
特

に
、
観
点
別
評
価
と
な
る
こ
と
か

ら
各
学
校
で
は
、
観
点
別
評
価
の

理
解
や
評
価
材
の
検
討
等
、
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
導
入
で

は
、
内
容
や
指
導
方
法
の
検
討
に

加
え
、
人
的
支
援
に
つ
い
て
も
課

題
で
あ
り
、
本
協
会
は
、
都
教
育

委
員
会
へ
の
予
算
要
望
時
に
人
的

支
援
も
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
の
教
育
活
動
～
工
夫

と
努
力
～

　

各
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、
学

び
を
止
め
る
こ
と
な
く
感
染
拡
大

防
止
に
対
応
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
関
し
て
は
、
校
内
Ｗ
ｉ

-
Ｆ
ｉ

の
整
備
も
進
み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
等
が
進
ん
で
い
る
。
日
々
感
染

状
況
が
変
化
す
る
な
か
で
、
学
び

の
保
障
を
実
現
し
て
い
る
。

　

本
協
会
は
、
東
京
都
教
育
委
員

会
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も

に
学
校
経
営
を
支
援
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
新
た
な
教
育
活
動
に
お
け

る
生
徒
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
。

■
特
別
支
援
学
校

東
京
都
立
特
別
支
援
学
校
長
会

会
長　

伏
見　

明

　

東
京
都
退
職
校
長
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
、
東
京
都
の
特
別

支
援
教
育
の
推
進
に
御
理
解
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
都
で
は
公
立
学
校
教
育

管
理
職
候
補
者
不
足
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
都
立
特
別
支
援
学
校
の
状

況
は
異
に
し
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も

で
は
必
要
校
長
数
・
副
校
長
数
に
対

し
て
候
補
者
が
過
剰
で
あ
り
、
任
用

審
査
合
格
か
ら
任
用
ま
で
、
数
年
待

つ
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、こ
こ
数
年
、小
・

中
・
高
等
学
校
の
管
理
職
に
特
別
支

援
学
校
出
身
者
が
任
用
さ
れ
る
よ
う

に
も
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

全
公
立
小
・
中
学
校
に
特
別
支
援

教
室
が
設
置
さ
れ
、「
高
校
通
級
」

も
始
ま
り
ま
し
た
。
私
ど
も
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
通
常
の
学
校
の
経
営

等
を
学
ぶ
な
ど
人
材
育
成
を
さ
ら
に

図
り
、
全
都
の
教
育
の
充
実
、
中
で

も
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
会
員
の
皆

様
の
、
な
お
一
層
の
御
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
会
は
、
2
年
後
に
創
立
70
周
年
を

迎
え
る
。
時
代
は
目
ま
ぐ
る
し
く
動

い
た
。
こ
の
僅
か
70
年
の
間
に
昭
和

か
ら
平
成
へ
、
そ
し
て
令
和
へ
と
三
つ

の
時
代
を
体
験
し
、
今
、
超
高
齢
化
・

少
子
化
・
地
球
温
暖
化
・
コ
ロ
ナ
禍
と

い
っ
た
厳
し
い
試
練
の
真
っ
た
だ
中
に

い
る
。
我
々
は
、
こ
の
10
年
を
振
り
返

り
、
会
員
一
人
一
人
が
そ
の
足
跡
を
検

証
し
、
次
世
代
に
伝
え
る
責
務
も
あ
る
。

迎
え
る
創
立
70
周
年
記
念
の
立
ち
位
置

は
、
こ
れ
ま
で
の
時
代
的
背
景
と
実
績

を
冷
徹
に
見
つ
め
、
未
来
志
向
で
式
典

計
画
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
く
の
会
員
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
未

来
に
繋
ぐ
式
典
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。
ま
も
な
く
、
記
念
式
典
準
備
委

員
会
と
記
念
誌
作
成
委
員
会
が
発
足
す

る
。
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
時

代
の
荒
波
が
組
織
に
も
押
し
寄
せ
、
そ

の
影
響
で
会
員
の
急
激
な
減
少
に
悩
ま

さ
れ
、
必
死
で
こ
の
難
題
に
対
峙
し
て

い
る
。
ま
さ
に
、
我
々
の
組
織
は
、
時

代
の
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て

い
い
。
こ
こ
に
、
会
員
の
英
知
を
結
集

し
、
こ
の
難
題
を
解
決
す
べ
く
未
来
に

向
け
〈
組
織
の
意
思
を
伝
え
る
式
典
〉

で
あ
り
、〈
み
ん
な
で
祝
う
70
周
年
〉

と
な
る
機
会
を
企
画
し
た
い
。
あ
っ
と

い
う
間
に
そ
の
日
が
来
る
。

70
周
年
記
念
に
向
け
て
想
う

会
長
　
多
田
　
丈
夫

「生き生き人生を目指して」
～パズルを解いて楽しもう～

講師　中野支部長　生涯学習部副部長
　　　田中 弘志 先生
内容　紙やタングラムを使ったパズル他
　　　※�筆記用具・ハサミを必ずご持参下さい。
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江
東
支
部
は
八
年
間
の
長
き
に

渡
っ
て
支
部
長
を
務
め
ら
れ
た
森
俊

一
郎
氏
か
ら
高
橋
利
夫
が
支
部
長
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

変
化
の
と
き
こ
そ
刮
目
せ
よ
と
い

う
こ
と
が
組
織
の
維
持
・
充
実
に

と
っ
て
、
大
切
と
心
に
刻
ん
で
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
「
見
通
し
」
を
持
ち

つ
つ
も
、
性
急
さ
を
慎
し
み
ま
す
。

そ
し
て
、
江
東
支
部
の
良
風
で
あ
る

協
働
を
第
一
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
見
通
し
」
の
内
容
と
し
て
は

face to face

の
場
を
作
り
出
す
と

言
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
在

四
つ
あ
る
「
趣
味
の
会
」
の
拡
張
、

支
部
会
員
の
関
心
の
高
い
講
演
内
容

の
「
会
員
研
修
会
」
の
創
設
で
す
。

ま
た
、「
他
支
部
と
の
交
流
活
動
」

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
年
の
支
部
活
動
に
は
、
旅
行
会
、

支
部
定
期
総
会
と
懇
親
会
、
新
年
祝

賀
の
会
、
施
設
見
学
会
、
歴
史
見
学

ク
ラ
ブ
と
囲
碁
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
で
き
ず
、

緊
急
事
態
宣
言
発
出
中
で
な
い
時
に

歴
史
見
学
会
を
二
回
実
施
で
き
た
だ

け
で
し
た
。

　

会
員
だ
よ
り
は
、
年
四
回
の
発
行

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
年
二
回
は
全

会
員
に
、
テ
ー
マ
を
決
め
て
の
投
稿

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
直
接
会
っ
て
話
す
こ
と
が
で
き
な

い
時
、
会
員
か
ら
の
声
が
載
っ
た
会

員
だ
よ
り
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
の
会
員

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
員
だ
よ
り
が
重
要
な
交
流
の
手
段

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
部
に
は
こ
の
二
年
に
十
三
名
の

新
し
い
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。
新
会

員
の
力
に
期
待
を
し
て
、
充
実
し
た

会
に
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

会
員
だ
よ
り
で
交
流
を
深
め
る

品
川
支
部
長
　
名
倉
　
俊
一

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

良
風
を
引
き
継
ぐ

江
東
支
部
長
　
高
橋
　
利
夫

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
支
部
活
動

1 千代田・中央 鈴木　正孝
1 港 ◎野々山　毅
1 新 宿 佐藤　正吉
1 文 京 小林　　博
1 台 東 村山　忠幸
1 墨 田 加藤明紀夫
1 江 東 高橋　利夫
3 品 川 名倉　俊一
3 目 黒 髙橋　　毅
3 大 田 ◎直井　一郎
3 世 田 谷 鈴木　眞子
1 渋 谷 大沼　　弘
4 中 野 田中　弘志
4 杉 並 井口　　茂
5 豊 島 野村　　清
5 北 土幸　壽子
5 荒 川 ◎桜庭　清徳
5 板 橋 粂　　幸子
5 練 馬 齋藤　　喩
2 足 立 ◎伊藤　誠一
2 葛 飾 沼田　八郎
2 江 戸 川 柴田　正幸

令和3年度　支部長一覧

4 八 王 子 辻野　宗行
4 町 田 新保富二夫
4 日 南 岸田　博三
3 武蔵野・三鷹 本郷　浩之
5 北 多 摩 北 部 田中　政美
4 北 多 摩 中 部 鹿田　克己
3 府 中 笠井　順一
3 調 布 鈴木　治子
3 狛 　 江 向井　　努
5 北 多 摩 西 部 浅見扶次男
4 西 多 摩 ◎村野　久子
1 大 島 村田　公充
1 三 宅 島 淺沼　　洋
2 千 葉 南 部 渡辺　　弘
2 千 葉 中 部 菅谷廉之助
2 千 葉 西 部 齋藤　二郎
2 千 葉 北 部 西嶋　新吉
5 埼 玉 県 森山　裕夫
4 神 奈 川 県 安藤　正明

◎ブロック長
１～５　ブロック名

栄えのご受章お祝い申し上げます。
（敬称略）

（令和 3 年 8 月 15 日現在
本部に届けがあった方々）

•••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••

高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（8名）
上原　満枝（練　馬）
加藤　良子（練　馬）
齋藤　　喩（練　馬）
清　みど里（練　馬）
立谷　博美（練　馬）
長屋　昌宏（調　布）
廣瀬　智子（八王子）
関根　　巌（西多摩）
山野　圭三（地　方）

（福利厚生部担当副会長　高橋　利夫）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
四
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
年
間
に
わ
た
っ
て
の
自
粛
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

支
部
活
動
も
そ
の
影
響
で
従
来
の

よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
か
ろ
う
じ
て
総
会
は
中
止
を

せ
ず
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
今
年
の
総
会
で
は
米
寿
会
員
と

新
入
会
員
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

役
員
に
と
っ
て
、
心
の
励
み
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
会
員
相
互
の
交
流
を
途
切
れ

さ
せ
な
い
た
め
の
活
動
が
必
須
で
す
。

そ
れ
は
、「
支
部
だ
よ
り
」
と
「
近

況
報
告
書
」
の
発
行
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
白
寿
を
迎
え
た
会

員
か
ら
特
別
寄
稿
を
頂
き
ま
し
た
。

人
生
の
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
、
会

員
の
今
後
の
生
き
方
に
影
響
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。

　

総
会
は
令
和
二
年
度
と
同
様
、
紙

上
総
会
と
な
っ
た
。
懇
親
会
も
二
年

続
き
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
中
で
も
会
員
の
「
一
言
集
」
は

好
評
に
つ
き
印
刷
・
配
布
で
き
た
こ

と
は
喜
び
で
あ
っ
た
。

　

役
員
会
は
、
会
場
の
確
保
に
苦
労

し
六
回
の
う
ち
四
回
の
実
施
に
な
る

予
定
で
あ
る
。
メ
ー
ル
や
電
話
等
に

よ
る
連
絡
で
補
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

各
部
の
活
動
は
大
幅
に
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
会
報
は
半
分
の
一

回
発
行
。
生
涯
学
習
部
の
半
日
研
修

も
例
年
二
回
か
ら
全
て
中
止
。
厚
生

部
の
慶
弔
も
郵
送
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
会
計
部
も
会
員
の
減
少

に
と
も
な
う
難
し
い
運
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
。
写
真
ク
ラ
ブ
は
写

真
展
や
撮
影
会
の
中
止
。
カ
ラ
オ
ケ

ク
ラ
ブ
は
全
て
中
止
。
俳
句
ク
ラ
ブ

は
紙
上
句
会
一
回
の
み
。
早
く
平
常

の
活
動
が
で
き
る
日
を
待
っ
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

コ
ロ
ナ
禍
の
支
部
活
動

北
多
摩
中
部
支
部
長
　
鹿
田
　
克
己

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

『
平
常
の
活
動
を
』

千
葉
西
部
支
部
長
　
齋
藤
　
二
郎

★コロナの影響により金曜の夜間診療は令和 3 年１０月現在休診中

※1  精神（神経）科の初診を除く
※2  週1回、火曜日、午前中、完全予約制

※1

※2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリニック診療体制表について
は、ホームページまたはお電話にてご確認ください。
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調
布
、
世
田
谷
、
杉
並
と
、
32
年

間
の
教
員
生
活
を
終
え
て
、
令
和
3

年
3
月
31
日
に
定
年
退
職
を
し
ま
し

た
。
退
職
を
区
切
り
に
、
退
職
校
長

会
の
お
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
会
長
の
多
田
丈

夫
先
生
が
、
調
布
で
採
用
さ
れ
た
と

き
、
面
接
を
受
け
た
指
導
室
長
で
あ

り
、
ご
縁
を
感
じ
ま
す
。

　

定
年
を
迎
え
た
と
い
っ
て
も
、
今

年
度
も
再
任
用
フ
ル
タ
イ
ム
で
、
引

き
続
き
校
長
職
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

退
職
校
長
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
た
諸
先
輩
方
と
後
進
の
皆

さ
ん
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

学
校
現
場
は
こ
れ
ま
で
に
は
経
験
し

な
か
っ
た
こ
と
が
次
々
と
あ
り
、
行

事
の
見
直
し
を
含
め
、
そ
の
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
ま
す
。「
正
解
の
な
い
」

こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
元
気
な

う
ち
は
、
現
場
で
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

退
職
し
て
5
か
月
が
た
つ
。
再
任

用
と
し
て
現
場
に
戻
り
、
生
徒
と
接

す
る
中
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
1
学

期
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
も

初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。

つ
い
こ
の
間
ま
で
私
が
先
生
方
に
お

願
い
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
授
業

も
部
活
も
久
し
ぶ
り
で
、
準
備
も
万

端
に
と
挑
ん
だ
わ
け
だ
が
、
そ
ん
な

私
の
心
配
も
吹
き
飛
ば
す
生
徒
の
笑

顔
に
、
毎
日
楽
し
く
教
鞭
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

私
の
担
当
教
科
は
英
語
で
あ
る
。

『
外
国
語
』
を
扱
う
立
場
か
ら
す
る

と
、
昔
か
ら
未
だ
に
変
わ
ら
な
い
の

が
、
自
分
の
意
見
を
忌
憚
な
く
発
信

す
る
力
が
日
本
の
高
校
生
に
は
弱
い

こ
と
だ
。
学
習
指
導
要
領
の
思
考
力
、

判
断
力
・
表
現
力
に
該
当
す
る
と
思

う
が
、
だ
か
ら
授
業
で
は
生
徒
に
で

き
る
だ
け
発
信
の
機
会
を
与
え
る
よ

う
工
夫
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
視

点
か
ら
教
育
に
少
し
で
も
携
わ
っ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

新
入
会
員
の
声

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

杉
並
支
部
　
高
橋
　
浩
平

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

退
職
後
の
取
り
組
み

練
馬
支
部
　
北
鹿
渡
昭
喜
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本
会
員
の
操
木
豊
先
生
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
保
育
園
六
年
目
。
今
、

幼
児
教
育
の
大
き
な
変
革
を
目
の
当

た
り
に
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
時
代

に
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
気
づ
く
こ

と
も
な
く
四
十
年
間
ボ
ー
っ
と
生
き

て
い
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
ま

す
。
学
校
と
保
育
園
は
、
組
織
は
違

え
ど
も
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
全
く

無
意
味
な
境
界
で
あ
っ
た
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
我
が
子
の
よ
う

に
温
か
く
育
ま
れ
卒
園
し
た
子
ら

に
、
学
校
文
化
を
容
赦
な
く
押
し
付

け
、
子
ど
も
の
思
考
・
判
断
・
表
現

力
を
奪
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
今
回
、
小
学
校
と
の
接
続
が
重

視
さ
れ
「
保
育
所
保
育
指
針
」
の
大

改
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
立
市
で
は
、
こ
の
夏
か
ら
小
・

保
・
幼
稚
園
の
職
員
の
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。
小
学
校
の
先
生
方
に
は

「
指
示
・
命
令
・
禁
止
・
否
定
語
」

を
使
わ
な
い
保
育
を
見
て
も
ら
お
う

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

初
異
動
二
十
九
歳
春
、
親
身
に

な
っ
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
た

指
導
主
事
の
先
生
か
ら
、
君
は
愛
と

熱
意
は
あ
る
が
力
が
ね
…
…
、
と
教

育
委
員
会
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
廊
下

の
隅
へ
い
ざ
な
わ
れ
、
何
と
か
し
て

や
り
た
い
よ
と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ

た
惜
別
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
都
教
育
庁
か
ら
発
出
さ
れ

る
文
書
に
先
生
の
お
名
前
を
何
度
か

見
か
け
る
度
に
、
こ
の
励
ま
し
の
言

葉
を
改
め
て
振
り
返
り
他
の
教
員
に

負
け
な
い
ぞ
と
励
み
ま
し
た
。

　

年
を
重
ね
、
三
十
年
前
よ
り
は
力

を
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
校
長
と
な
り
、
教
員

た
ち
の
日
々
の
姿
を
見
て
い
る
と
、

私
が
同
じ
年
齢
だ
っ
た
時
よ
り
、
よ

い
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

定
年
を
迎
え
た
今
、
負
け
を
悔
し

い
ど
こ
ろ
か
不
思
議
に
嬉
し
い
と
い

う
気
持
ち
で
受
け
止
め
る
自
分
に
気

付
き
、
白
髪
を
な
で
て
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

白
髪
を
な
で
る

葛
飾
支
部
　
島
野
　
浩
之

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

今
、
保
育
園
で
思
う
こ
と

北
多
摩
西
部
支
部
　
川
畑
　
孝
久
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コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
約
の
中
、

会
報
212
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

や
っ
と
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に

な
り
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

依
頼
し
た
会
報
の
原
稿
が
届
い
た

頃
は
宣
言
下
で
、
日
々
感
染
者
も
増

え
て
い
ま
し
た
。
会
報
部
員
は
一
度

も
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
メ
ー

ル
と
文
書
だ
け
で
、
正
確
な
情
報
を

お
伝
え
出
来
る
か
心
配
で
し
た
。

　

し
か
し
、
皆
様
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
記
事
を
拝
見
す
る
と
、
こ
の
異
常

事
態
の
中
、
会
報
が
届
く
の
を
大
変

心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

早
く
収
束
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
が
、
ま
だ
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い
事

態
に
、
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か

不
安
な
毎
日
で
す
。

　

会
報
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
会
員

同
士
の
気
持
ち
が
通
じ
合
え
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
藤　

忠
三
）

編
　
集
　
後
　
記

　

初
秋
三
題

残
暑
け
ふ
人
み
な
黙
し
歩
み
け
り

ほ
と
ほ
り
を
煽
り
て
杜
に
つ
く
つ
く
し

桐
一
葉
水
面
に
鯉
の
影
う
ご
く

世
田
谷
支
部　

小
林
由
衛

俳
句

応
募
コ
ー
ナ
ー

題　

今
を
お
も
う

（
短
歌
ク
ラ
ブ
『
メ
ダ
カ
会
』
投
稿
）

〇
鬼
百
合
の
二
輪
咲
き
し
は
父
母
の

　

姿
と
思
う
盆
提
灯
や

〇
ど
く
だ
み
の
白
き
十
文
字
コ
ロ
ナ
禍
で

　

医
療
従
事
の
看
護
師
思
う

千
葉
西
部
支
部　

野
村
良
子

〇
ス
マ
ホ
で
も
恋
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い

　

#
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グつ
ぐ
言
葉
を
探
す

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
我
を
救
う
は
ス
マ
ホ
な
り

　

ラ
イ
ン
仲
間
と
楽
し
い
会
話

神
奈
川
県
支
部　

立
花
徳
子

〇
指
折
り
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
日
を
待
て
り

　

雲
の
か
な
た
に
光
見
る
ご
と

〇
公
園
の
い
ち
ょ
う
並
木
に
蝉
し
ぐ
れ

　

マ
ス
ク
外
し
て
深
く
息
す
る

北
支
部　

根
岸
美
智
子

〇
戸
締
ま
り
し
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
引
き
籠
も
り

　

塑
像
に
な
り
読
む
時
代
小
説

〇
コ
ロ
ナ
禍
の
東
京
五
輪
客
居
ら
ず

　

巣
穴
の
並
ぶ
奇
妙
感
な
り

武
蔵
野
・
三
鷹
支
部　

岩
井　

昭

短
歌

（令和 3 年 8 月 31 日届出現在）

氏　

名

年
月
日

支
部
名

校種
年齢

名簿頁

庄
司
勇
次
朗
令
2・3・1
台
　
東

中
95

4

大
久
保
謙
二
令
3・1・13
江
戸
川

小
92

41

常
盤
木
壽
夫
令
3・3・22
神
奈
川
県

中
90

103

長
門
　
郡
司
令
3・3・23
千
葉
中
部

小
100

85

山
口
　
育
朗
令
3・3・24
調
　
布

小
89

69

杉
村
　
清
人
令
3・5・17
板
　
橋

中
96

28

立
石
　
　
昌
令
3・5・31
中
　
野

小
90

19

佐
藤
　
征
男
令
3・6・12
町
　
田

小
76

50

川
上
　
喜
一
令
3・7・3
板
　
橋

小
92

28

福
田
　
梅
生
令
3・7・15
世
田
谷

小
95

16

平
山
　
　
毅
令
3・7・18
日

南

小
87

52

宮
川
　
英
子
令
3・8・5
世
田
谷

小
93

15

森
川
哲
次
郎
令
3・8・7
荒

川

中
92

26

内
匠
　
英
夫
令
3・8・8
練

馬

中
84

32

根
本
　
　
強
令
3・8・23
練

馬

中
88

32

（
福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長　

高
橋　

利
夫
）

＜本会のメリットとは！＞	 （6回シリーズの第 4回）
会員増強プロジェクト・チーム

会報誌が繋ぐ友愛　～有難い仲間への気遣い～
　私は最近年を重ね、外出もままならぬ状況になってきました。支部の会合のご案内も頂きますが、
参加できずに寂しい思いをしています。
　しかし、定期的に送られてくる会報誌は支部会員を繋ぐ大事なパイプ・絆です。中でも会員の
近況報告は何度も何度も読み返します。会員のお一人お一人の様子が目に浮かび、安堵したり
心配したりしています。そんな時、私の記事を読んだ知り合いの先輩や同期の友人そして後輩か
らのお見舞いや励ましの手紙や電話を頂きました。涙が出るほど嬉しく有難く元気を頂きました。
本当にありがとうございました。

（平成十年入会　K・W さん）


